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隣接している場合の風圧係数

◇農業施設の耐風構造を明らかにするため、複数のパイプハウスが隣接
する場合の風圧係数を明らかにした。単棟と異なり、負圧の生じる中間
棟では棟部の補強と基礎の浮き上がり対策が重要である（図１、図２）。

◇隣棟間隔が狭いと中間棟は風上側に、風下棟は風下側に倒れやすくな
る。0～2.0Hの間では、隣棟間隔が広がるほど、各棟に作用する力が小
さくなる（図３） 。
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図１ パイプハウス群における気流の剥離・再付着のイメージ
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図２ 中間棟における風圧係数Cp
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図３ 各棟の抗力係数CD
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